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東北大学助教授 土 田 正 義
周知のように尿管は腎孟 と膀胱を連絡する管腔状の器官であるが,規 則的な蠕動運動によつ
て尿を膀胱に輸送することを使命 としている.と ころが尿管蠕動の臨床的意義は これまで意外
に等閑視されてきた.Urometryを臨床に応用 したDavisもその書信の中で,尿 管は水道管
のような動きのない導管だ と思つている人が余 りにも多い ことを嘆いている.そ して,尿 管に
蠕動運動があることがいかに重要かを人々に理解 させることにこの10年間彼の努力を費して来
たと述懐している.
数年来,わ が国でもUrometryその他の方法によつて尿管の生理的,病 的状態を研究 しよ
うとする機運が盛んになつてきたことは同慶に堪えない.私 どももこれ まで各種疾患時の尿管








し,教 室の白鳥 も臨床実験で 露出尿管から管外誘導法によりBozlerと同様の波形を得てい
る.
しかし尿管筋電図を臨床的にしかも非観血的に誘導するには,ど うしても経膀胱鏡的に尿管
に電極を挿入 して誘導する必要がある.こ の目的のためにこれまで多 くの学者が努力して来た
が,得 られたものはいずれも基線の動揺や波形の崩れが高度なために本来の活動電位波形 とは
いいかねるものばかりであつた.し たがつてUrometryによる尿管蠕動の解明に優れた業績






私どもはまずはじめに これ までの管内誘導法が失敗 した原因を分析 し,管内誘導法が成功す
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るための条件 として電極 が尿 管粘膜面 とつね に一定 の接触状 態を保つ必要 が あることを明らか
に した.そ して第2段 階 として,こ の ような条件 を備 えた電極 の設 計を始 めたのであ るが,電
極 の製作は武井医科光器 に依頼 した.こ ち らか ら種 々の設計 図を示 して作つ て貰 うわけで ある
が,あ る場合 には構造 があま り複雑 で作製不能で あつ た り,時 には材質 の問題が か らんだ りし
て試作は難航 をきわ めた.設 計 を依頼 してか ら実物が 出来上 る まで約2ヵ 月 を要 する上 に,試
作品を実際 に動物 な らびに臨床 に使 用 して,そ の成否 を判定 す るのに また何 日か かか るわ けで
あるか ら,一 つ の試作電極が失敗だ と解 るまでには約3ヵ 月か かる ことにな る.そ れ か らまた
教 授に種 々の御助言 を戴 いて新 しい電極 の設計 に取 り掛 る とい うことにな るので,瞬 く間 に2
年 を費 して しまつた.
この間に試作 した電極は10種類 を越 えるが,幸 い3年 目になっ てSchlingensondeにヒン ト
を得たU-Schlinge型環 状双極誘導 々子 によ り,や つ と定型的 な尿管活動電位 曲線 を記録する
ことがで きた.




takenwithextracellularelectrodes・・とい う返事 を貰 つて私 どもも急 に勇気づ け られたので
あつた.
その後の研究は順 調に進 み,電 極 も初期 のものに幾多 の改 良を加 えた結果,現 在 では非常に
丈夫な ものにな り,日 常,各 種疾患の臨床 検査 に充分役立 つてい る.こ の間電極 の試作に絶え
ず協力 して戴 いた武井医科光 器には この機 会に改 めて感謝す る.
私 どもは管内誘導 尿管筋 電図に よ り,こ れ まで腎,尿 管結石症,腎 孟腎炎,先 天性水腎症等
か ら種 々の知見を得 てい る.こ の際,正 常者の尿管筋電 図では陽 性前 放電,陰 性主放電,陰 性
副放電,陽 性 副放電 を持 つた定型 的波形 が正方 向に規則的間 隔をおいて発生す るのを見 ること
がで きるが,上 記 疾患では種 々の異常 となつて あらわれ る.そ の主な所 見は,蠕 動方向 の不規
則性 と振 巾,放 電間隔の異常 等で あ為が,こ れ らにつ いては今後 順次発表 して行 きたい と思つ
てい る.さ らに最近に至つ て私 どもは・U-Schlinge型環状双極 誘導 々子 とポ リエチ レン製尿
管 カテ ーテルを組合せ るこ とによ り,Urometryと尿 管筋電図 の同時誘導 に も成功 したが,こ
れ も尿管蠕動 の本質 を解明す るのにい ささか貢献す るで あろ うと思 つてい る.
一方膀胱筋電 図に関す る私 どもの研究は現在全 く進展 していない.こ れ まで に明らかになつ
た ことは・ かつてBoyce・Slatorらが膀胱 活動電位 として報告 した波 型は膀胱筋収縮 に一致す
る ものではな く・ 尿管 または 腸 管蠕 動が 関与 したArtefactに過 ぎない とい う事実だけであ
る.膀 胱筋電 図の記録 が困難 な理 由は膀胱 壁内 を走向す る筋線維 の複雑性か ら一定方向の活動
電流 が得難 いためで あろ うと思われ る.私 どもも膀胱 筋電図 の臨床応 用は きわめ て困難で あろ
うと覚悟 してい るが,思 わぬ抜道 がない とも限 らない.
以上東北大学泌尿器科学教室 におけ る尿管筋 電図研究 の歩み を簡単 に述 べたが,こ の方面に
は まだ まだ未 開拓 の分 野が多い 拙文が何人か の研究者 の 目に留 まり,同 好 の士が あ らわれれ
ば幸 い と思 つている.
